
2008 年 4月 20 日（日）15時 -17 時
東京大学駒場キャンパス 18号館 4階コラボレーションルーム１

（入場無料　事前予約不要）　

串田純一：　共生あるいは偶然と必然のあわい ― 生物学的投企の解釈から
古橋紀宏：　魏晋南北朝時代における礼制の変遷と「共生」
大竹弘二：　国家から文化へ ― ヨーロッパ新右翼の政治

司会：西山雄二

主催：東京大学グローバル COE「共生のための国際哲学教育研究センター（UTCP）」

UTCP 若手研究者シンポジウム

いま、共生の地平を問う


